
令
和
３
年
中
の
火
災

救
急
・
救
助
概
況

◎
火
災
概
況

　

火
災
件
数
は
15
件
で
５

件
増
加
し
て
い
ま
す
。
種

別
ご
と
の
火
災
件
数
は
、

建
物
火
災
13
件
、
車
両
火

災
２
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

火
災
に
よ
る
負
傷
者
は

５
人
で
、
１
人
増
加
し
ま

し
た
。

◎
救
急
概
況

　

救
急
出
場
件
数
は
４

５
１
４
件
で
、
搬
送
人
員

は
４
１
７
９
人
で
す
。
前

年
と
比
べ
て
、
出
場
件
数

は
16
件
増
加
し
、
搬
送
人

員
で
58
人
増
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
１
日
平
均
で
約
12

件
救
急
隊
が
出
場
し
た
事

に
な
り
ま
す
。

◎
救
助
概
況

　

救
助
出
動
件
数
は
82

件
で
、
49
人
を
救
助
し
ま

し
た
。
前
年
と
比
較
し
て

出
動
件
数
は
17
件
減
少
し
、

救
助
人
員
は
18
人
減
少
し

ま
し
た
。

　

春
の
火
災
予
防
運
動

　

火
災
の
発
生
を
防
止
し
、

悲
惨
な
死
傷
事
故
や
貴
重

な
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
た

め
、
３
月
１
日
～
７
日
の

期
間
「
お
う
ち
時
間
　
家

族
で
点
検
　
火
の
始
末
」

を
統
一
標
語
に
、
全
国
一

斉
に
春
の
全
国
火
災
予
防

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

火
の
取
扱
い
に
は
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

防
火
図
画
入
賞
者

　　

貝
塚
市
火
災
予
防
協
会

は
、
昨
年
の
秋
に
募
集
し

た
防
火
図
画(

１
４
１
１

点)

の
中
か
ら
、
入
賞
作
品

を
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
「
小
・
中
学
校
の

部
」
特
別
賞
５
点
の
う
ち

２
点
が
、
大
阪
府
知
事
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。(

敬
称

略
・
順
不
同)

◆
貝
塚
市
入
賞

小
・
中
学
校
の
部

【
特
別
賞
】
品
田
夢
光(

永

寿
小)

、
道
簱
菜
津
奈(

東

山
小)

、
是
枝
柚
香(

東
山

小)

、
高
場
千
咲(

一
中)

、

烏
野
葵(

二
中
）

【
特
選
】
山
上
洪
綺(

東

小)

、
北
川
結
菜
・
真
鍋
き

ほ
・
定
兼
優
奈(

西
小)

、

東
美
里(

南
小)

、
宇
野
そ

よ
か(

津
田
小)

、
古
川
翔

大
・
天
野
心
月(

一
中)

、

小
西
歩
夢
・
道
幸
香
波
・

木
原
優
大(

二
中)

、
金
原

代
・
松
木
昊
・
松
田
瑞
希

(

四
中)

、
木
村
菫
子(

五

中)幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
部

【
特
別
賞
】
松
浦
慶(

二
色

幼
稚
園
）

【
特
選
】
島
凜
奈(

カ
ト

リ
ッ
ク
幼
稚
園)

、
溝
端
希

(

こ
ぎ
幼
稚
園)

、
中
西
清

乃(

中
央
幼
稚
園)

、
神
山

慧(

木
島
幼
稚
園)

◆
大
阪
府
入
選

【
大
阪
府
知
事
賞
】
品
田
夢

光(

永
寿
小)

、
烏
野
葵(

二

中)

　

防
火
図
画
列
車
の
運
行

　　

水
間
鉄
道
の
列
車
内
に
、

防
火
図
画
の
入
賞
作
品
25
点

を
展
示
し
ま
す
。

　

な
お
、
展
示
列
車
は
、
点

検
な
ど
の
た
め
運
行
し
な
い

日
も
あ
り
ま
す
の
で
、
運
行

状
況
は
、
水
間
観
音
駅(

☎
０

７
２
・
４
４
７
・
０
４
６
５)

へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

期
間　

３
月
１
日(

火)

～
15

日(

火)

火災内訳(原因別)

1

3

2

5

4

15

件数

たばこ

電気関係

その他

不　明

合　計

内　容

コンロ

2,955

723

374

296

166

4,514

件数

急　病

一般負傷

交通事故

転院搬送

その他

合　計

内　容

救急出場件数
(事故種別)

23
17

5
3
2
32
82

建物など

交　通

水　難

火　災

ガス・酸欠

その他

合　計

内　容

救助出動件数
(事故種別)

件数

　

☎
品田夢光さんの作品烏野葵さんの作品

(1)人件費(普通会計決算)

(6)ラスパイレス指数

※人件費には、市長や議員、各行政委員などの特別職に支給される給料、報酬
　などを含みます。

(2)職員給与費(普通会計決算)

※職員手当には退職手当を含みません。

※再任用職員を除く。

※平均給与月額とは、給料月額と扶養手当・地域手当・住居手当・時間外勤務
　手当などの諸手当の額を合計したものです。

(3)職員の平均年齢・給料月額・給与月額

(5)主な役職別職員数(一般行政職)

(9)市長・副市長・市議会議員の報酬など

(7)部門別職員数

区　　分

区　　分

住民基本台帳人口 歳出額(Ａ) 実質収支 人件費(Ｂ) 人件費率(Ｂ/Ａ)

　84,718人
(R3.3.31現在)

   13.3％
(元年度16.7％)

職員数
(Ａ)

給　　　　与 　　　費　

給　料 職員手当 期末･勤勉手当 計(Ｂ) １人当たり

566人

平均給与月額平均年齢

経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

平均給料月額

38万2,249円

37万6,505円

38万8,777円

円32万6,911

40.3歳

47.8歳

52.0歳

41.8歳

30万6,400円

25万3,480円 29万2,455円 34万　120円

23万4,600円 27万1,600円

32万2,900円

33万3,200円

28万6,200円

職員数

構成比

部長 理事 課長 課長補佐 主査 副主査 計

10人 －

－

－

45人 54人 76人 26人 306人

3.3％ 14.7％ 17.6％ 24.9％ 8.5％ 100％

 
 

 
 

 

区　　分
部　　門

職　　員　　数

議　　会
総　　務
税　　務
民　　生
衛　　生
労　　働
農林水産
商　　工
土　　木
小　　計
教　　育
消　　防
小　　計

普通会計計
病　　院
水　　道
下 水 道
そ の 他
小　　計

合　　　　計

　

 

(4)職員の経験年数別・学歴別平均給料月額

一般行政職

技能労務職

一般行政職(大学卒)

技能労務職(高校卒)

うち清掃職員

うち学校給食員

区　　分 支給内容

91万2,000円
78万9,000円
58万9,000円
56万1,000円
52万3,000円

給　　料
(月　額)

市　長
副市長

市長・副市長

報　　酬
(月　額)

期末手当

議　長
副議長
議　員

議長・副議長
議員

4.4月分

(任期毎)

(10)分限および懲戒処分 (令和２年度)

分限　心身の故障による休職：13人、懲戒：１人　　

対前年数
5

97
41

127
51
1

14
5

50
391
99
89

188
579
301
37
21
36
395
974

0
1
1
-1
1
0
0
0
2
4
3
2
5
9
0
3
0
1
4
13

職員数

係員

95人

31.0％

問合せ先　人事課☎072－433－7325

市職員人事・給与状況など市職員人事・給与状況など

退　職　手　当

市　長

副市長

給料月額×在職月数

×0.5×0.6

給料月額×在職月数

×0.3×0.6(任期毎)

19億
9,848万円

(Ｂ/Ａ)

４億
5,494万9千円

８億
4,871万円

33億
213万9千円 583万4千円

437億
42万7千円 9,362万4千円

58億
1,338万円

主な役職名

(令和３年４月１日現在)

(令和２年度)

(令和２年度)

(令和３年４月１日現在)

(令和３年４月１日現在)

(令和３年４月１日現在)

(令和３年４月１日現在) (8)職員手当

区　分 支給内容など

期末・勤勉手当

地域手当

扶養手当

住居手当

通勤手当

(令和３年４月１日現在)

年間4.45月分

給料、扶養手当および管

理職手当の合計額の６％

配偶者　6,500円

扶養親族　

父母など6,500円/１人

子１万円/１人

(16～22歳は5,000円/1人加算)

借家居住者

家賃の1/2の額

(最高支給額２万8,000円)

交通機関利用者

運賃相当額(６カ月定期の

額)

自動車など使用者　

通勤距離に応じた額

令和２年４月１日現在：98.3
※ラスパイレス指数とは、国家
公務員の給与水準を100とした場
合の地方公務員の給与水準を示
す指数です。

※職員数は、会計年度任用職員または
再任用短時間勤務職員を除く一般職の
職員数です。

広 報 か い づ か(3)　第987号 令和4年2月


